
第 5 章 特別講演会・成果報告会の開催等 

 

5.1 特別講演会の開催 

 
 道守養成講座の内、特定道守コースでは、共通科目に特別講演 (2 コマ、2 時間)が前期・

後期 2 回編成されている。特別講演では、インフラ構造物の維持管理の最先端の技術や維

持管理システムを受講生が学ぶことが出来る。この特別講演は、道守認定者や自治体職員

等に対して特別講演会として公開されている。道守認定者の学び直しの場、継続教育の場

ともなり、技術的内容については、CPDS 発行の対象としている。平成 29 年度には、特定

道守コースが前期と後期の 2 回開催されたため、計４回特別講演会が開催された。その一

欄を表-1 に示す。 
 表-1 特別講演会の実施内容   

期 日 講  師 講 演 題 目 人数 

前期 第 1 回 
5 月 12 日 

(金) 

九州大学大学院工学研究院 

社会基盤部門 

教授 園田 佳巨 

打音検査のメカニズム・定量的評

価方法について 
56 人 

前期 第 2 回 
5 月 12 日 

(金) 

鹿児島大学大学院理工学研究科 

海洋土木工学専攻 

教授 武若 耕司 

コンクリート構造物の塩害対策と

しての材料・技術開発への取組み 
56 人 

後期 第 3 回 
9 月 7 日 

(木) 

(一社)九州建設技術管理協会 

理事 川神 雅秀 

過去・現在・近未来震災の教訓と

巨大地震への備え 
44 人 

後期 第 4 回 
9 月 7 日 
(木) 

長岡科学技術大学 

環境社会基盤工学専攻 

教授 下村 匠 

実環境下におけるコンクリート構

造物の性能評価 
41 人 

会場：第 1、2 回工学部 12 番講義室、第 3、4 回総合教育研究棟大講義室  
 
 講師の先生方に橋梁維持管理の最新の研究成果とその活用等に関する対策と巨大地震へ

の備えについて、最新の研究成果をわかりやすく講演をしていただいた。維持管理につい

ての体系だった講演は個々の要素時技術の学習段階にある受講生には、全体像が把握でき

る貴重な場となった。また、認定者からは実務経験を踏まえた質問があり、継続教育の貴

重な場となった。  
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         園田佳巨氏           武若耕司氏 

 

      

         川神雅秀氏           下村 匠氏 

 

 

総合教育研究棟大講義室での特別講演会  
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5.2 成果報告会の開催等 

 

平成 29 年度“道守”養成ユニット成果報告

会「地方の道をいかに守っていくか」は、去る

平成 30 年 1 月 24 日に開催され、会場となっ

た長崎大学文教スカイホールには約 170 人の

建設・設計業関係者、国・自治体職員、ＭＥ連

携会議メンバー、一般市民らが参加した。 

今回の報告会では、県内外からのメンテナ

ンス会議のメンバーの参加が目立った。報告

会の冒頭では、主催者を代表して、長崎大学大

学院工学研究科清水康博研究科長と道守養成

ユニットを代表して長崎県土木部道路維持課

馬場一孝課長による開会挨拶がなされた。 

来賓挨拶として、文部科学省高等教育局専

門教育課辻直人課長補佐による「社会人学び

直しの現状について」と「大学における工学系

教育の在り方について」をお話しいただいた。 

本年度の事業内容、実施成果、事業継続につ

いて報告した。道守活動優秀者の表彰があり、今年度は道守の吉川國夫氏、特定道守の井

上和彦氏、毎熊元氏、三根孝紹氏および道守補の一杉誠氏、江下忠氏の 6 人に、感謝状が

贈られた。 

 

 

 

 

 

 

   清水康博工学研究科長       文部科学省 辻 直人科長補佐 

 

 休憩を挟んだ後は、東北大学大学院工学研究科久田真教

授による「東北地方における産官学の取組み」と題する特

別講演がなされた。インフラ維持管理に関する我が国の動

向や SIPプロジェクトを俯瞰した後に東北大学を拠点とし

た東北 6 県の産官学連携の取組み戦略と成果を紹介した。

九州地域で SIPの地域実装を目指す取組みにも大変参考に

なるお話を頂いた。 

 特別講演の内容の具体例を示し、産官学で「地方の道を

いかに守っていくか」のパネルディスカッションが開催さ
東北大学 久田真教授 
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れた。まず、維持管理に関して産官学連携、アドバイザー制度の導入、直営点検、ICT の活

用等の先進的な取組みをしている自治体と工業高等学校から 8 件の話題提供がなされた。 

 

第 1 部 産官学の取組み・アドバイザー制度の取り組み 

1.山形県 DBMY の取り組み                        山形県 高橋和明氏 

2.上山市における橋梁補修の取り組み                   上山市 武田秀人氏 

3.島根県の道路メンテナンスに関する話題(アドバイザー制度の概要・    島根県 実原哲也氏  

2016 年の落石事故から学ぶ) 

4.産官学で取り組む『岡山工業高校道路パトロール隊』     岡山工業高等学校 狩屋雅之氏           

第 2 部 直営点検・ICT の取り組み 

1.市町における橋梁直営点検への取り組み(島根プロジェクト)            奥出雲町 安部俊光氏  

2.橋梁直営点検の取り組み―江津市の取り組み事例紹介―          江津市 松田  徹氏  

3.小田原市の取り組み～ICT を活用した橋梁直営点検～                   小田原市 曽根浩樹氏  

4.長崎県の直営点検について                                            長崎県 木戸正敏氏 

 

話題提供後にインフラ長寿命化センター松田浩センター長がコーディネーターとなり、

話題提供者 8 人とコメンテーター4 人(東北大学久田真教授、長崎市森尾宣紀理事、長崎県

建設業協会谷村隆三会長、道守養成ユニットの会吉川國夫会長)によるパネルディスカッ

ションが開催された。当日の出席者へのアンケート調査によれば、「大変参考になった」と

「参考になった」とする回答がほとんどであった。特に直営点検に関する関心が高い。 

最後に、国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所垣原清次所長の閉会挨拶をもっ

て報告会は盛況のうちに終了した。 

 
会場の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 

表彰者写真          パネルディスカッション風景 
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文部科学省平成 29 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

“道守”養成ユニット成果報告会～地方の道をいかに守っていくか～ 

日 時：平成 30 年 1 月 24 日（水）１３：３０～１７：３５ 
会 場：長崎大学グローバル教育・学生支援棟４F 文教スカイホール（長崎市文教町 1-14） 
対 象：建設・設計業関係者、国・自治体職員、学生 定員：先着２００名※聴講無料 
次 第： 

13：30 ～13：45 開会挨拶 
            長崎大学大学院工学研究科長 清水 康博 

          長崎県 土木部 道路維持課 課長 馬場 一孝氏 
13：45 ～13：50 来賓挨拶 

文部科学省高等教育局専門教育課 課長補佐 辻 直人氏 
13：50 ～14：15 道守養成講座 10 年のあゆみ 

インフラ長寿命化センター長 松田 浩 
14：15 ～14：30 平成 29 年度“道守”養成ユニット実施報告・道守活動優秀者表彰 

インフラ長寿命化センター 名誉教授 高橋 和雄 
14：30 ～14：40 休憩 
14：40 ～15：30 特別講演 「東北地方における産官学連携の取組み」 

東北大学大学院工学研究科土木工学専攻 教授 久田 真氏 
15：30 ～15：40 休憩 
15：40 ～17：30 パネルディスカッション ～地方の道をいかに守っていくか～ 

コーディネーター：インフラ長寿命化センター長 松田 浩 
コメンテーター：東北大学大学院工学研究科教授 久田 真氏 

(公財)長崎県建設技術研究センター専務理事 田村 孝義氏 
(一社)長崎県建設業協会会長 谷村 隆三氏 

                   道守養成ユニットの会会長 吉川 國夫氏 
第 1 部 産官学連携の取り組み・アドバイザー制度の取り組み（15：40～16：30） 
   ●話題提供１ 山形県 DBMY の取り組み 

山形県 村山総合支庁 建設部 西村山河川砂防課 課長 高橋 和明氏 
   ●話題提供２ 上山市における橋梁補修の取り組み 

山形県 上山市 建設課 主査 武田 秀人氏 
   ●話題提供３ 島根県の道路メンテナンスに関する話題 

（ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ制度の概要(ｲﾝﾌﾗﾒﾝﾃﾅﾝｽ大賞優秀賞)・2016 年の落石事故から学ぶ） 
島根県 土木部 道路維持課 主幹 実原 哲也氏 

   ●話題提供４ 産官学で取り組む『岡山工業高校道路パトロール隊』 
岡山県立岡山工業高等学校 土木科 狩屋 雅之氏 

●ディスカッション  
第２部 直営点検・ICT の取り組み（16：30 ～17：30） 
   ●話題提供５ 市町における橋梁直営点検への取り組み（島根プロジェクト） 

島根県 奥出雲町 建設課 企画員 安部 俊光氏 
●話題提供６ 橋梁直営点検の取り組みー江津市の取り組み事例紹介― 

 江津市 土木建設課 道路河川係 係長 松田 徹氏 
  ●話題提供７ 小田原市の取り組み～ICT を活用した橋りょう直営点検～ 

小田原市 建設部 道水路整備課 副課長 曽根 浩樹氏 
  ●話題提供８ 長崎県の直営点検について 

長崎県 土木部 道路維持課 課長補佐 木戸 正敏氏 
●ディスカッション・総括 

17：30 ～17：35 閉会挨拶  
            九州地方整備局長崎河川国道事務所 所長 垣原 清次氏 

主催：長崎大学 
共催：長崎県、(公財)長崎県建設技術研究センター、(一社)長崎県建設業協会、 

(一社)長崎県測量設計コンサルタンツ協会 
後援：国土交通省九州地方整備局長崎河川国道事務所、長崎県土木施工管理技士会 
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当日、会場で配布されたアンケート調査の結果を以下に示す。86 人から回答を得ている。 
 

問１ この報告会の開催をどのように知りましたか（複数回答可）。  

 
 
問２ 報告会参加の主な理由をお教え下さい（複数回答可）。  

 
 
問３ 「道守養成講座 10 年のあゆみ」についてお尋ねします。  

 

0 10 20 30 40 50 60

無回答

道路メンテナンス会議事務局から案内

知人・友人からの紹介

会社等の所属先

ＫＡＢＳＥの行事案内

チラシ・ポスター

長崎大学からのメール

長崎大学のホームページ・Ｆａｃｅｂｏｏｋ

新聞

(%)

0 10 20 30 40 50 60

無回答

その他

道守が行っている通報システムを知りたいから

道守としての自己研さんのため

自治体における直営点検の取組みを知りたいから

維持管理における産官学連携の取組みを知りたいから

維持管理の業務や工事に役立ちそうだから

道守のカリキュラムや活動の内容を知りたいから

(%)

0 10 20 30 40 50 60 70 80

無回答

参考にならなかった

どちらともいえない

参考になった

大変参考になった

(%)
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問４ 「平成 29 年度”道守”養成ユニット実施報告」についてお尋ねします。  

 
 
問５ 特別講演「東北地方における産官学連携の取組み」についてお尋ねします。  

 
 
問６ パネルディスカッション第 1 部「産官学連携の取組み・アドバイザー制度の取組み」

についてお尋ねします。 

 
 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

無回答

参考にならなかった

どちらともいえない

参考になった

大変参考になった

(%)

0 10 20 30 40 50 60

無回答

参考にならなかった

どちらともいえない

参考になった

大変参考になった

(%)

0 10 20 30 40 50 60

無回答

参考にならなかった

どちらともいえない

参考になった

大変参考になった

(%)
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問７ パネルディスカッション第 2 部「直営点検・ICT の取組み」についてお尋ねします。  

 
 
問 8 今後、道守の受講についてお尋ねします。  

 

 
問９－１ 職種をお教え下さい。  

 

0 10 20 30 40 50 60

無回答

参考にならなかった

どちらともいえない

参考になった

大変参考になった

(%)

0 10 20 30 40 50 60

無回答

既に受講済みで、現在のレベル以上の受講は

考えない

既に受講済みであるが、さらに上位のレベルを

受講してみたい

受講は考えない

既に最上位の道守コースまで受講済みである

関係者に受講させたい

受講してみたい

(%)

0 10 20 30 40 50 60

無回答

その他

大学等

法人・財団等

国・県・市町の公務員

コンサルタント業

建設業

(%)
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問９－２ 勤務地をお教え下さい。  

 
 
【本日の感想】  
・長崎での道守の事例をもっと聞けると良かった。  
・点検業務に関する人材育成が既に進んでいることがわかった。  
・維持管理に参入しているメーカーとして道守の知識を有する社員が必要であると感じた。 
・公共施設の老朽化に伴い長く利用する、守ると共に公共施設での災害防止が大事だ。災

害防止に対する取組みについても追求してもらいたい。道守はそのための制度だと思う。 
・データベースの考え方について、特別講演の話に共感した。  
・1 橋を支える人口の話が興味深かった。単純な計算で出した 1 橋人口の値の意味である

が恐ろしく感じた。  
・パネルディスカッションのテーマ発表数が多く、ディスカッションの時間が短すぎた(4

件)。 
・各県、各地域で個性ある活動が行われており、感心した。それぞれ独自のやり方で成果

を出していると感じた（2 件）。 
・産官学民連携については、それぞれの立場で連携、協力することの重要性を改めて考え

させられ、大変参考になった。  
・市町村における担当者の話が直接聞けて良かった。市町村の技術者不足の状況がひしひ

しと伝わった。大学等の専門機関の存在の重要性、支援の重要性が改めて感じられた。 
・実際の施設点検の取組みの発表とパネルディスカッションは問題点を共有するという点

で非常によい企画であった。  
・自治体での直営点検も必要だと思った（2 件）。 
・全国の自治体の直営点検の事例等を聞くことができ、参考になった（8 件）。 
・直営点検を行っている自治体がいくつあったが、直営点検結果と委託点検結果がどの程

度差があるかを知りたい。  
・自治体の取組みを聞いて、課題が共通していることがよく理解できた。コンサルタント

の立場でコスト面も含め、少しでも解決できる手法の検討が重要である。  
・工業高校の取組みは興味を持った。  

0 10 20 30 40 50 60 70 80

無回答

東京都

大阪府

山口県

愛媛県

熊本県

福岡県

佐賀県

長崎県

(%)
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・本市は、左官工と同様な方法で断面補修を行うともに初期不良（施工不良）のコンクリ

ートの低下した圧縮強度の回復、弾性波速度を使った職員補修の健全性の確認を行って

いる。自分達の取組みが間違っていないことが確認でき、大変ためになった。  
・直営補修の事例紹介もあり、大変参考になった。  
・橋梁長寿命化に係わる具体的な内容を詳しく知りたかった（長寿命化計画や措置方針、

措置や管理の創意工夫等）。  
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5.3 道しるべの発行 

 

◆27 号（平成 29 年 8 月発行） 
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◆28 号（平成 29 年 12 月発行） 
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◆29 号（平成 30 年 2 月発行） 
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